
 

ホテルで朝食をとった後、サモア外務貿易省の外務次官と在サモア日本領事館の青木大使

を表敬訪問しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後、アベレカレッジで文化交流を行いました。 

歓迎の儀式「カヴァの儀式」、サモアの伝統料理「ウム」の調理デモンストレーション及び

振る舞い、サモアのハカ「シヴァ」の披露があり、盛大に歓迎していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



アベレカレッジの皆さんからの歓迎の後で、本校の生徒が日本の文化を紹介しました。 

 

文化紹介では、湯本高校や日本の高校生の日常生活、いわきのこと、東日本大震災と復興

状況などについて英語でプレゼンテーションを行いました。また、本校のフラダンス部や

野球部、吹奏楽部などの練習風景の様子を動画で見ていただきました。 

 

そして、合唱部の２名が日本の歌やサモアにちなんだ歌を披露しました。 

また、書道部の２名は本校の書道パフォーマンスを披露し、アベレカレッジの皆さんにも

書道を体験していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化交流は盛況のうちに無事終了しました。 

 

アベレカレッジ訪問の様子は、その日の夜のサモ 

ア語版と英語版のニュースで放送されました。 

 

生徒たちは体調を崩すことなく元気にサモア 

滞在１日目を終えました。 

今日から生徒たちはホームステイを行って、現 

地の皆さんと交流を深め、サモアの文化や生活を 

さらに深く学びます。 


